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に
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山

一浮

く
、
関
東
大
震
災
の
よ
う
な
突
然
の
大
災
害
に
際
し
て
、
最
初
に
な
に
よ
り
も

重
要
な
こ
と
は
救
護
と
治
安
維
持
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
国
家
は
、
法
的
に
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
、
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
戒
厳
令
と
い
う
手
段
が
、
憲
法
上

許
さ
れ
て
い
る
以
上
、
実
施
不
可
避
な
も
の
だ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
よ

う
。
実
際
、
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
効
果
的
で
あ

っ
た
諸
対
策

も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
戒
厳
令
と
い
う
非
民
主
的
施
策
ゆ
え
に
、
施
行
そ

の
も

の
が

「悪
」
で
あ
る
と

い
う
評
価
は
、
筆
者
に
は
必
ず
し
も
了
解
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
に
は
同
時
に
、
関
東
大
震
災
に
対
し
て
、
政
府
が
ど
う

い
う
緊
急
　
　
一Ｏυ

対
策
を
行

っ
た
か
を
詳
細
に
見
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
明
治
以
来
の
日
本
政
　
　
一

治
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
原
敬
と
山
県
有
朋
を
相
次
い
で
失

っ
た
上
、
ち
ょ
う
ど

直
前
の
八
月
二
四
日
、
首
相
加
藤
友
三
郎
が
死
去
し
、
翌
日
、
外
相
内
田
康
哉

が
臨
時
総
理
大
臣
に
就
任
。
そ
れ
も
翌
日
に
は
辞
表
提
出
と
い
う
、
日
本
政
府

に
全
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
無
い
状
況
下
で
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災

（５
）
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

「地
震
内
閣
」
と
称
さ
れ
た
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣

初
期
の
震
災
対
策
実
施
状
況
を
見
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（６
）○
た
だ

し
小
稿
に
お
い
て
関
東
大
震
災
時
の
政
府
の
対
策
全
般
を
検
討
す
る
こ
と
は
私

の
能
力
を
超
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
小
稿
で
は
、
震
災
直
後
の
警
備

・
治
安

対
策
に
し
ぼ
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
（７
）○

な
お
こ
の
際
、
視
角
を
設
定
す
る
上
で
、
冒
頭
に
と
り
あ
げ
た

「
二

・
二
六

事
件
」
の
際
の
内
務
大
臣
後
藤
文
夫
を
は
じ
め
と
す
る
閣
僚
が
強
硬
に
反
対
し

た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
大
江
志
乃
夫
の
研
究
で
は
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
は

「
二

・
三
六
事
件
」
に
際
し
て
、

政
府
が
戒
厳
令
施
行
に
対
し
て

一
枚
岩
で
は
な
か

っ
た
事
を
示
す
と
と
も
に
、

一
九
三
六
年
二
月
二
六
日
、
い
わ
ゆ
る

「
二

・
二
六
事
件
」
の
時
、
関
東
大

震
災
以
来

一
三
年
ぶ
り
の
戒
厳
令
施
行
を
決
定
す
る
閣
議
に
お
い
て
、
戒
厳
令

発
動
を
強
く
主
張
し
た
参
謀
次
長
杉
山
元
ら
に
対
し
て
、
内
務
大
臣

・
内
閣
総

理
大
臣
臨
時
代
理
後
藤
文
夫
、
法
務
大
臣
小
原
直
、
文
部
大
臣
川
崎
卓
吉
、
逓

信
大
臣
望
月
圭
介
、
鉄
道
大
臣
内
田
信
也
、
商
務
大
臣
町
田
忠
治
ら
は
強
硬
に

反
対
し
た
と
い
う

Ｔ
）。

実
際
に
は
、
こ
の
様
な
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戒
厳
令
は
施
行
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
、
陸
軍
省

・
参
謀
本
部

。
東
京
警
備
司
令
部
な
ど
に
お
け
る
事
前
の
戒

厳
令
研
究
が

「
非
常
に
参
考
と
」
さ
れ
、
「手
際
よ
く
事
件

へ
の
対
応
が
運
ん

だ
」
（２
）
と
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
関
東
大
震
災
時
の
戒
厳
令
施
行
が
、
大
き
な
歴
史
的
経
験
と
し

て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
関
東
大
震
災
時
の

戒
厳
令
施
行
に
際
し
て
の
実
際
を
、
丹
念
に
見
て
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
戒
厳

令
の
歴
史
的
意
味
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
（３
）○

大
江
の
研
究
に
お
い
て
は
、
戒
厳
令
施
行
に
よ

っ
て

「行
政
権
の
恣
意
的
な

乱
用
の
可
能
性
が
高
」
く
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（４
）。
確
か
に

「
軍
隊
」

と
は
国
家
の
暴
力
機
構
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
本
確
的
に
内
務
行
政
権
限
が
軍
隊

に
移
行
さ
れ
れ
ば
、
当
然

「行
政
権
の
恣
意
的
乱
用
の
可
能
性
」
が
高
ま
る
こ

と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
と
り
わ
け
朝
鮮
人
暴
動
な
ど
と

い
う
噂
が
広
が
り
、

首
都
の
治
安
維
持
に
重
大
な
危
機
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
時
の
状
況
下
に

お
い
て
、
軍
隊
が
治
安
を
担

っ
た
、
と

い
う
状
況
は
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
も
の

で
あ
ら

た
ろ
う
。

し
か
し
神
戸
震
災
に
対
す
る
応
急
対
策
に
つ
い
て
を
問
題
に
す
る
ま
で
も
な



関
東
大
震
災
時
の
戒
厳
令
施
行
が
、
少
な
く
と
も
後
藤
文
夫
と
い
う
、
関
東
大

震
災
時
の
内
務
省
警
保
局
長
―
内
務
省
の
治
安
対
策
総
責
任
者
―
に
と

っ
て
、

必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か

ろ
う
か

（８
）。
そ
し
て
さ
ら
に

「
二

・
二
六
事
件
」

の
際
の
、
後
藤
の
軍
隊
に

対
す
る
強
硬
な
反
対
か
ら
は
、
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
国
内
治

安
維
持
に
お
け
る
軍
隊
の
力
が
上
昇
し
、
そ
の
分
、
警
察

（内
務
省
）
権
力
の

力
が
相
対
的
に
縮
小

・
低
下
し
た
こ
と
に
対
す
る
い
ら
だ
ち
が
あ

つ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
、
特
に
軍
隊
と
警
察
と
の
、
治
安
維

持
上
の
協
力

・
競
合
関
係
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ

り
震
災
対
策
を
通
し
て
内
務
省
か
ら
軍
隊

へ
の
国
家
権
力
内
の
権
限
移
譲
と

い

う
問
題
に
迫

っ
て
み
た
い
。

二
　
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
の
動
き

新
内
閣
が
成
立
し
た
九
月
二
日
、
政
府
は
罹
災
者
救
護
の
た
め
の
中
央
機
関

と
し
て
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
を
設
置
し
た
。
こ
の
組
織
は
総
裁
こ
そ
内
閣
総

理
大
臣
山
本
権
兵
衛
が
つ
と
め
た
が
、
副
総
裁
に
内
務
大
臣
後
藤
新
平
が
就
任

し
、
参
与
は
当
初
、
内
務
、
大
蔵
、
陸
軍
、
逓
信
、
農
商
務
、
鉄
道
各
省
の
次

官
、
社
会
局
長
官
、
警
視
総
監
、
東
京
府
知
事
、
東
京
市
長
が
あ
て
ら
れ
、
ま

た
委
員
と
し
て
三
三
人
が
選
任
さ
れ
た
が
、
う
ち

一
二
人
が
内
務
官
僚

（９
）
で

あ
り

（そ
の
他
は
内
閣

一
、
大
蔵

一
、
陸
軍
三
、
海
軍
五
、
農
商
務
省
五
、
逓

信
四
、
鉄
道
二
）
、
五
日
に
は
、
さ
ら
に
東
京
市
内
五
ヶ
所
に
食
料
部

・
材
料

部
の
出
張
所
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
主
任
は
す
べ
て
内
務
官
僚
と
な
る
な
ど
、

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
は
、
そ
の
も
の
自
体
、
内
務
省
主
導
の
組
織
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
は
、
二
日
中
に
は
上
記
の
参
与
及
び
委
員
に
よ
る
会

議
が
内
務
大
臣
官
邸
前
の
芝
生
で
行
わ
れ
、
「治
安
の
維
持
は
陸
海
軍
警
察
相

協
力
し
て
之
に
当
た
る
こ
と
」
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
罹
災
民
救
護
の
た

め
の
国
費
支
弁
、
地
方
長
官
に
よ
る
食
料
品
な
ど
の
徴
発

・
配
給
お
よ
び
輸
送

車
両
等
の
徴
発

・
確
保
、
罹
災
民
運
搬
の
た
め
鉄
道
省
の
無
賃
運
転
実
施
、
生

活
物
資

の
暴
利
取
締
、
食
料

・
薪
炭
な
ど
の
大
蔵
、
宮
内
省
な
ど
か
ら
の
払

い

下
げ
、
赤
十
字
社
、
済
生
会
な
ど
に
よ
る
医
療

・
救
済
の
督
促
、
さ
ら
に
治
安

維
持
対
策
と
し
て

「
政
府
に
よ
る
新
聞

（震
災
彙
報
）
の
発
行
」
な
ど
を
決
め
、

総
員
五
〇
〇
名

（
の
ち
増
員
）
の
体
制
で
、
総
務
、
食
料
、
材
料
、
交
通
、
衛

生
医
療
、
義
捐
、
情
報
、
飲
料
水
、
収
用
設
備
、
警
備
、
会
計
経
理
の

一
一
部

に
分
け
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
。
四
日
に
は
、
横
浜
に
、
臨
時
震
災
救
護

事
務
局
神
奈
川
支
部
も
お
か
れ
、
こ
ち
ら
も
本
部
の
組
織
に
倣

い
、　
一
一
部
が

設
置
さ
れ
て
い
た

（ｌｏ
）。
ま
た
七
日
に
は
、
府
県
理
事
官
を
、
現
職
の
ま
ま
、

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
事
務
官
と
し
、
府
県
と
の
連
絡
を
は
か

つ
た
。

以
後
、
大
臣
以
下
、
参
与

・
委
員
を
中
心
と
し
て
、
連
日
会
議
が
開
か
れ
、

関
東
戒
厳
司
令
部
を
は
じ
め
、
諸
官
省
と
の
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
東
京
府
、

東
京
市
、
警
視
庁
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
そ
の
他
罹
災
地
お
よ
び
全
国
道
府
県

を
指
揮
し
た
。
こ
の
参
与

・
委
員
レ
ベ
ル

（総
務
部
レ
ベ
ル
）
等
で
の
横
の
連

絡
体
制
は
、
縦
割
り
の
行
政
組
織
を
考
え
た
時
、
か
な
り
充
実
し
た
も
の
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
参
与

・
委
員
を
中
心
と
し
た
連
日
の
会
議
に
よ

っ
て
横
の
連
絡
体
制

が
確
保
さ
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
最
重
要
と
も

い
う
べ
き
関
東
戒
厳

司
令
部
と
の
連
絡

・
情
報
交
換
に
関
し
て
は
不
十
分
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
は

一
五
日
に
な

っ
て
、
よ
う
や
く
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
委
員
と

し
て
関
東
戒
厳
司
令
部
参
謀
長
阿
部
信
行
少
将
が
任
命
さ
れ
た
ほ
か
は
、
参
与

レ
ベ
ル
以
上
、
す
な
わ
ち
関
東
戒
厳
司
令
官
福
田
雅
太
郎
大
将
お
よ
び
そ
の
後

任
、
山
梨
半
造
大
将

（九
月
二
〇
日
交
替
）
が
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
参
与
と

は
な
ら
ず
、
ま
た
委
員
お
よ
び
そ
の
下
の
レ
ベ
ル
に
も
、
隷
下
の
近
衛

・
第

一

師
団
長

（東
京
北

。
南
警
備
隊
長
）
や
、
戒
厳
司
令
部
宣
伝
部
長

・
渡
辺
錠
太

郎
少
将
、
佐
官
ク
ラ
ス
で
構
成
さ
れ
る
戒
厳
司
令
部
参
謀
主
任
な
ど

（ｎ
）
が
、

全
く
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
警
備
部
で
は
、
警
備
部
委
員
と
し
て
後
藤
警
保
局
長
、

陸
軍
軍
務
局
長
畑
英
太
郎
、
海
軍
軍
務
局
長
大
角
琴
生
、
外
務
省
情
報
局
長
広

田
弘
毅
、
司
法
省
刑
事
局
長
林
頼
三
郎
、
憲
兵
司
令
官
小
泉
六

一
、
内
務
監
察

官
松
井
茂
、
阿
部
関
東
戒
厳
司
令
部
参
謀
長
、
検
事
小
山
松
吉
、
陸
軍
省
法
務

-10-



局
長
松
本
慶
次
郎
、
海
軍
省
法
務
局
長
内
田
重
成
が
任
命
さ
れ
、
庶
務
係

（警

備
事
務

一
般
に
関
す
る
立
案
審
査
及
渉
外
事
項
）
、
文
書
係

（文
書

の
発
送
、

収
受
、
整
理
及
奉
告
に
関
す
る
事
項
）
、
高
等
警
察
係

（朝
鮮
人
取
締
及
其
他

特
別
高
等
警
察
）
、
警
備
材
料
係

（諸
官
庁
用
ガ
ソ
リ
ン
の
配
給
及
警
備
用
自

動
車
）
、
特
別
宣
伝
係

（警
備
上
有
用
な
る
宣
伝
事
務
）
、
出
版
係

（出
版
警
察

事
項
）
、
刑
事
係

（刑
事
警
察
）
、
陸
軍
係
、
海
軍
係
と
い
っ
た
係
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
こ
の
分
係
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
実
際
に
は
陸
軍
係
、

海
軍
係
以
外
は
、
内
務
省
警
保
局
の
業
務
そ
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
警
備
体

制
に
関
し
て
は
、
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
と
し
て
の
活
動
と

い
う
よ
り
も
、
内

務
省
と
陸
海
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
動

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
こ
の
際
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
、
三
日
か

ら
前
記
の
警
備
部
委
員
及
び
警
備
部
内
の
事
務
官
に
よ
る
協
議
会
が
毎
日
行
わ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
九
日
以
後
は
、
警
備
部
内
に
特
別
協
議
会
も
開
か

れ
、
前
記
の
ほ
か
、
警
保
局
は
も
と
よ
り
、
戒
厳
司
令
部
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、

司
法
省
、
検
事
局
、
警
視
庁
の
幹
部
職
員
が
出
席
し
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
と

あ
る
。
こ
の
協
議
会
に
お

い
て
、
戒
厳
司
令
部
か
ら
は
ど
う

い
う
人
物
が
出
席
し
、

日
々
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
は
、
管
見
の
限
り
で
は
わ
か
ら
な
い
（１２
）ｏ

た
だ
し
ひ
と

つ
だ
け
、
こ
の
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
の

一
端
が
伺
え
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
時
乱
立
し
た
自
警
団
の
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。

震
災
直
後
、
消
火
、
警
防
、
罹
災
者
救
護
な
ど
に
あ
た

っ
た
各
地
の
消
防
組
、

在
郷
軍
人
会
員
、
青
年
団
員
等
は
、
朝
鮮
人
暴
動
の
噂
な
ど
の
た
め
、
各
地
で

自
警
団
を
組
織
し
た
が
、
中
に
は
朝
鮮
人
虐
殺
と

い
っ
た
常
軌
を
逸
し
た
行
動

を
と
る
者
も
出
た

（１３
）。
こ
れ
に
対
し
、
四
日
朝

の
警
備
部
打
合
会
で
、
臨
時

震
災
救
護
事
務
局
、
戒
厳
司
令
部
、
警
視
庁
、
憲
兵
司
令
部
の
幹
部
が
話
し
合

い
、　
一
、
自
警
団
は
警
察
と
軍
隊
に
お
い
て
指
揮
監
督
下
に
お
き
、
掌
握
す
る

こ
と
。
二
、
自
警
団
の
行
動
は
自
家
付
近
の
盗
難

・
火
災
警
防
に
限
り
、
通
行

人
の
検
問

・
誰
何
な
ど
は
禁
止
と
す
る
こ
と
。
三
、
自
警
団
の
武
器
携
帯
は
禁

止
と
す
る
こ
と
。
四
、
自
警
団
は
廃
止
さ
せ
る
よ
う
に
懇
諭
し
、
な
る
べ
く
早

く
廃
止
さ
せ
る
こ
と
、
と
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
方
針
は
、
三
日
の
段
階
で
、

警
視
庁
が
出
し
た
左
記
の
公
告
と

一
致
す
る
。

昨
日
来
、　
一
部
不
退
鮮
人
の
盲
動
あ
り
た
る
も
、
今
や
厳
密
な
る
警
戒
に

依
り
、
其
の
跡
を
絶
ち
、
鮮
人
の
大
部
分
は
、
順
良
に
し
て
、
何
ら
兇
行

を
演
す
る
者
無
之
に
付
、
濫
り
に
之
を
迫
害
し
、
暴
行
を
加
ふ
る
等
無
之

様
、
注
意
せ
ら
れ
度
、
又
不
穏
の
点
あ
り
と
認
む
る
場
合
は
、
速
に
軍
隊

警
察
官
に
通
告
せ
ら
れ
度
し
。

そ
し
て
、
こ
の
会
議
の
後
、
関
東
戒
厳
司
令
部
は
、
自
警
団
等
に
対
し
て

「最
寄
警
備
部
隊
、
憲
兵
、
又
は
警
察
官
に
届
出
で
そ
の
指
示
を
受
く
」
こ
と

と
し
、
さ
ら
に

「通
行
人
に
対
す
る
誰
何
検
間
は
軍
隊
憲
兵
及
び
警
察
官
に
限
」

る
と
、
こ
の
会
議
を
受
け
た
命
令

（第
二
号
）
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
の
自
警
団
対
策
の
方
針
は
警
視
庁

（内
務
省
）
主
導
で
決
定
さ
れ
た
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
受
け
、
九
月
五
日
に
は
、
東
京
市
内
四
二
ヶ
所
、
横
浜
市
内

一
八
ヶ

所
に
検
問
所
を
設
置
し

（１４
）、
こ
こ
に
は
軍
隊
と
警
察
官
が
共
に
配
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

三
　
内
務
省
警
保
局
な
ら
び
に
警
視
庁
の
動
き

次
に
内
務
省
警
保
局
の
直
接
的
な
活
動
を
見
て
お
こ
う
。
警
保
局
で
は
震
災

直
後
か
ら
震
災
被
害
状
況
を
調
査
し
て
お
り
、
二
日
の
初
閣
議
の
際
に
は
後
藤

局
長
、
警
保
局
警
務
課
長
大
塚
惟
精
の
両
名
が
被
害
状
況
報
告
を
行

つ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
後
藤
は
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、
千
葉
の
各
諸
県
警
察

へ
警
視
庁
及

び
神
奈
川
県
の
応
援
の
た
め
警
察
官
の
急
派
を
電
命
し
、
さ
ら
に
広
域
に
応
援

を
命
じ
た
。
そ
れ
に
よ
り
九
月

一
〇
日
の
時
点
で
、
警
視
庁
に
九
八
五
名

（た

だ
し
三
日
に
到
着
し
た
千
葉
県
か
ら
の
応
援
人
員

一
〇
〇
名
は
九
日
に
帰

庁
。
）
、
神
奈
川
県
に
四
四
三
名
の
警
察
官
が
応
援
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
ら
大
応
援
部
隊
を
有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
生
じ
、
彼
等
の
指
揮
監
督
の

た
め
、　
一
二
日
、
勅
令
第
四

一
三
号
を
以
て
、
臨
時
職
員
と
し
て
警
視
庁
に
警

視
五
名
、
警
部
二
〇
名
、
神
奈
川
県
に
警
視
二
名
、
警
部
八
名
を
増
員
す
る
こ

-11-



と
と
し
た

（１５
）。

そ
も
そ
も
警
保
局
長
は
内
務
次
官
、
警
視
総
監
と
共
に
内
務
省
三
長
官
ま
た

は
内
務
省
三
役
と
も

い
わ
れ
、
内
閣
交
替
と
共
に
異
動
す
る
こ
と
が

一
般
的
で

あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
九
月
二
日
の
新
内
閣
誕
生
に
よ

っ
て
、
内
務
次
官
井
上
孝

哉
、
警
視
総
監
赤
池
濃
が
、
三
日
後
の
五
日
に
は
異
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

警
保
局
長
の
み

一
〇
月
中
旬
ま
で
異
動
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
震
災
と

い
う

非
常
時
の
際
の
業
務
の
継
続
性
を
は
か

つ
た
も
の
と
は
い
え
、
震
災
時
の
治
安

対
策
上
に
お
い
て
、
後
藤
の
重
要
性
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
い
（１６
）。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
日
の
閣
議
以
後
の
警
保
局
自
体
の
業
務
と
し
て

は
見
る
べ
き
も
の
は
無
か

っ
た
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う
に
臨
時
震
災
救
護
事
務

局
が
、
警
保
局
組
織
を
そ
の
ま
ま
呑
み
込
む
形
で
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
警
保
局
長
は
、
実
際
上
は
臨
時
震
災
救
護
事
務

局
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
形
式
上
は
あ
く
ま
で
臨

時
震
災
救
護
事
務
局
の

一
委
員
と
し
て
の
地
位
で
あ

つ
た
。

つ
づ

い
て
警
視
庁
の
直
接
的
な
活
動
を
見
て
お
こ
う
。
こ
の
際
、
戦
前
期
は

消
防
組
織
も
警
察
管
下
に
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
消
防

組
織
は
、
震
災
直
後
か
ら
市
内
各
地
で
活
動
す
る
が
、
水
道
が
止
ま
り
、
近
世

以
来
の
破
壊
消
火
が
最
後
の
手
段
と
な

っ
た
が
、
破
壊
の
た
め
の
道
具
不
足
や

技
術
的
問
題
、
さ
ら
に
は
破
壊
さ
れ
た
家

へ
の
損
害
賠
償
問
題
、
破
壊
非
破
壊

の
決
定
権

・
判
断
権
な
ど
の
問
題
か
ら
、
十
分
に
は
実
施
で
き
ず

（１７
）、
消
防

隊
は
多
数
の
殉
死
者
を
出
す
も
効
果
的
な
消
火
活
動
は
行
え
な
か

っ
た
。
そ
の

た
め
警
視
庁
自
体
も
、
警
視
庁
本
庁
舎
を
は
じ
め
二
五
の
警
察
署
、
二
五
四
の

派
出
所

・
駐
在
所
が
全
焼
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
、
警
察
官
の
殉
職
者

九
三
名
を
出
し
て
い
た
。

警
視
庁
で
も
、
震
災
直
後
か
ら
庁
内
外
の
警
戒
救
護
に
従
事
す
る
と
同
時
に
、

自
動
車
を
徴
発
し
て
管
内
の
状
況
を
視
察
さ
せ
る
と
と
も
に
、
午
後
二
時
頃
に

は
警
視
庁
庁
舎
が
炎
上
す
る
に
及
び
、
府
立
第

一
中
学
校
を
借
用
し
て
、
こ
こ

を
警
視
庁
仮
事
務
所
と
し
た
。
そ
の
上
で
警
視
総
監
を
司
令
長
と
し
、
警
戒
班

（警
務
部
長
が
班
長
）
、
偵
察
班

（刑
事
部
長
が
班
長
）
、
特
別
諜
報
班

（官
房

主
事
が
班
長
）
、
給
与
班

（保
安
部
長
が
班
長
）
、
救
護
班

（衛
生
部
長
が
班
長
）
、

消
防
班

（消
防
部
長
が
班
長
）
か
ら
な
る
臨
時
警
戒
本
部
を
設
置
し
た
。
さ
ら

に
前
記
衛
生
班
衛
生
部
長
を
中
心
と
す
る
救
護
本
部
を
設
置
し
た
。

あ
わ
せ
て
、　
一
日
の
段
階
で
、
赤
池
濃
警
視
総
監
に
よ
り
近
衛
師
団
長
に
対

し
出
兵
要
請
を
行

っ
た
。

警
戒
救
護
の
為
、
相
当
兵
員
御
派
遣
相
成
度
、
此
段
及
要
求
候
也
。
（１８
）

こ
の
こ
と
は
大
正
三
年
六
月
勅
令
第

一
四
九
号
の

「警
視
庁
官
制
」
に
お
い
て

も
第
四
条
の
二
と
し
て
、

警
視
総
監
は
、
非
常
急
変
の
場
合
に
臨
み
兵
力
を
要
し
、
又
は
警
護
の
為

兵
備
を
要
す
る
と
き
は
、
東
京
衛
戊
総
督
又
は
師
団
長
に
移
牒
し
、
出
兵

を
請
求
す
る
こ
と
を
得
。

と
あ
り
、
法
的
に
問
題
の
あ
る
も

の
で
は
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
警
保

局
長
も
賛
意
を
示
し
た
こ
と
は
後
藤
自
身
が
の
ち
に
認
め
て
い
る
。

さ
ら
に
陸
軍
電
信
隊
指
揮
官
に
交
渉
し
て
陸
軍
省
と
警
視
庁
仮
本
部
間
に
軍

用
電
話
を
架
設
し
て
も
ら

い
、
こ
れ
を
使

っ
て
各
警
察
署
に
対
し
て
全
署
員
を

三
部
に
分
け
、
二
部
を
勤
務
さ
せ
、　
一
部
を
休
ま
せ
る
と
い
う
、
緊
急
時
の
警

備
体
制
を
と
る
よ
う
に
命
じ
た
。

二
日
の
段
階
で
、
不
退
鮮
人
の
暴
動
と

い
っ
た
流
言
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

朝
鮮
人
数
名
を
検
挙
。
午
後
五
時
の
段
階
で
、
各
署
に

「
不
遅
者
取
締
に
関
す

る
件
」
と
し
て
、

災
害
時
に
乗
し
放
火
其
他
凶
暴
な
る
行
動
に
出

つ
る
も

の
無
き
を
保
せ

す
、
現
に
淀
橋
大
塚
等
に
於
て
検
挙
し
た
る
向
あ
り
、
就
て
は
此
際
之
等

不
遅
者
に
対
す
る
取
締
を
厳
に
し
て
警
戒
上
違
算
な
き
を
期
せ
ら
る

ヘ

し

。

と
い
う
通
牒
を
発
し
た
。
こ
の
通
牒
こ
そ
不
遅
鮮
人
暴
動
の
流
言
が
大
き
く
広

が

っ
た
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う

（１９
）。
実
際
こ
の
通
牒
を
受
け
、
二
日
中
に

各
警
察
署
か
ら
二
〇
〇
名
以
上
に
及
ぶ
朝
鮮
人
が
連
行
さ
れ
、
警
視
庁
で
は
そ

の
扱
い
に
苦
慮
し
、
東
京
地
方
裁
判
所
区
裁
判
所
構
内
及
び
市
ヶ
谷
刑
務
所
の

二
ヶ
所
を
借
用
し
て
収
監
し
て
い
る
（”
）。
し
か
し
取
調
を
進
め
る
う
ち
、
そ

の
日
の
う
ち
に
は
鮮
人
暴
動
と
い
っ
た
情
報
が
、
完
全
な
誤
報

・
デ
マ
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
三
日
か
ら
鮮
人
保
護
と
い
う
方
向
に
転
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
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二
日
の
戒
厳
令
施
行
な
ら
び
に
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
の
設
置
に
伴
い
、
警

視
総
監
は
、
そ
の
権
限
中
、　
一
部
は
戒
厳
司
令
官
の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
、
同
時
に
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
参
与
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
警
備
業
務
に
関
し
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
救
護
事
務
局
警
備
部
の
協
議
会

が
連
日
開
催
さ
れ
、
こ
こ
に
は
警
視
庁
か
ら
も
主
任
級
が
出
席
し
た
と
い
う
。

こ
の
協
議
会

へ
の
警
視
庁
か
ら
の
出
席
者
は
確
認
で
き
な
い
が
、
基
本
的
に
は

臨
時
警
戒
本
部
の
各
班
長
な
ど
が
出
席
し
た
と
思
わ
れ
る
。
（も
ち
ろ
ん
、
警

視
総
監
が
自
ら
出
席
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
）
姜
徳
相
の
前
掲

書
に
、
特
別
諜
報
班
班
長
で
警
視
庁
官
房
主
事

（２‐
）
の
正
力
松
太
郎
が
、
戒
厳

司
令
部
参
謀
森
五
六
と
話
す
場
面
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（２２
）、
彼
等
が
協
議

会
の
場
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

五
日
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
警
視
総
監
が
赤
池
濃
か
ら
湯
浅
倉
平
に
交
替
す

る
と
、
湯
浅
は
、
検
間
所
の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
自
警
団
に

対
す
る
取
締
を
強
化
す
る
た
め
の
達
を
出
し
て
い
る
（２３
）ｏ

四
　
陸
軍
の
行
動

次
に
陸
軍
の
行
動
を
見
て
い
こ
う
。
既
述
の
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
再
掲

を
お
そ
れ
ず
考
え
て
み
た
い
。
九
月

一
日
、
地
震
発
生
直
後
、
陸
軍
省
は
参
謀

本
部
と
協
議
し
、
直
ち
に
軍
隊
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
を
決
断
。
警
備

・
救
護
に

活
動
す
る
方
針
を
決
め
、
東
京
近
郊
の
諸
隊
を
東
京
衛
戊
司
令
官
の
隷
下
に
入

ら
せ
た
。
こ
れ
が
前
述
の
赤
池
警
視
総
監
の
出
兵
依
頼
と
ど
う
係
わ
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
、
東
京
衛
戊
司
令
官
代
理

・
石
光
真
臣
第

一
師

団
長
は
、
東
京
に
あ
る
近
衛

・
第

一
両
師
団
の
警
備
区
域
を
指
示
し
、
甲
武
線

（現
中
央
線
）
―
新
宿
―
四
谷
見
附
―
赤
坂
見
附
―
虎
ノ
門
―
白
比
谷
公
園
―

憲
兵
司
令
部
―
永
代
橋
―
両
国
橋
―
両
国
停
車
場
―
総
武
線
の
北
部
を
近
衛
師

団
、
南
部
は
第

一
師
団
の
管
轄
と
し
た
。
た
だ
し
近
衛
歩
兵
第

一
連
隊
な
ど
隷

下
部
隊
の
多
く
は
戦
闘
射
撃
訓
練
の
た
め
下
志
津
廠
舎

（下
志
津
野
戦
砲
兵
学

校
）

へ
出
張
中

（２４
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
来
の
東
京
衛
戊
司
令
官
た
る
近

衛
師
団
長

・
森
岡
守
成
も
東
京
を
離
れ
て
い
る
な
ど
、
ま
ず
は
師
団
の
集
結
が

は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
日
、
地
方
兵
力
の
招
致
を
は
か
る
と
と
も
に
、
勅
令
第
三
九
八
号
、
三
九

九
号
の
発
令
に
よ
り
、
東
京
市
、
荏
原
郡
、
豊
多
摩
郡
、
北
豊
島
郡
、
南
足
立

郡
、
南
葛
飾
郡
に
戒
厳
令
第
九
条
お
よ
び
第

一
四
条
を
施
行
。
司
令
官
の
職
務

は
東
京
衛
戊
司
令
官
が
こ
れ
を
行
う
も
の
と
し
た
。
な
お
二
日
中
に
、
横
浜
の

被
害
が
東
京
へ
も
伝
え
ら
れ
、
同
日
、
習
志
野
か
ら
急
違
帰
京
し
た
騎
兵

一
連

隊
を
横
浜
に
急
行
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
際
、
集
結
し
た
軍
隊
は
実
弾
を
装
備
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
陸
軍
の
行

動
は
治
安
維
持
と
い
う
よ
り
も
、
朝
鮮
人
を
敵
と
見
な
し
、
そ
の
虐
殺
が
目
的

だ

っ
た
と
す
る
議
論
が
あ
る
が
（２５
）、
衛
戊
勤
務
令
に
は
、
対
敵
行
動
以
外
に

於
け
る
兵
器
使
用
を
認
め
て
お
り
、
そ
れ
故
出
動
に
あ
た

っ
て
実
弾
の
武
装
は

避
け
ら
れ
ず
、
こ
の
こ
と
自
体
に
は
違
法
性
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し

武
装
し
た
大
部
隊
が
東
京
に
集
結
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
人
差
別
に
根
づ
い
た
悪

質
な
デ
マ
に
、
さ
ら
な
る
信
憑
性
を
与
え
、
虐
殺
事
件
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

三
日
に
は
勅
令
第
四
〇
〇
号
と
し
て
関
東
戒
厳
司
令
部
条
例
が
出
さ
れ
、
東

京
衛
戊
司
令
官
が
指
揮
を
執
る
の
は
こ
の
二
日
間
だ
け
だ
が
、
こ
の
間
、
衛
戊

司
令
官
は
訓
令
を
出
し
て
い
る
。

罹
災
せ
る

一
般
官
民
に
対
し
て
は
、
懇
に
救
護
に
従
事
す
べ
し
。

万

一
、
此
の
災
害
に
乗
じ
、
非
行
を
敢
て
し
、
治
安
秩
序
を
素
る
が
如
き

も
の
あ
る
と
き
は
、
之
を
制
止
し
、
若
し
之
に
応
ぜ
ざ
る
も
の
あ
る
と
き

は
、
警
告
を
与

へ
た
る
後
、
兵
器
を
用
ふ
る
こ
と
を
得
。
（２６
）

こ
こ
で
戒
厳
の
目
的
が
、
救
護
と
治
安
維
持
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

三
日
、
関
東
戒
厳
司
令
部
条
例
が
公
布
さ
れ
、
陸
軍
大
将
福
田
雅
太
郎
が
司

令
官

（参
謀
長
阿
部
信
行
少
将
）
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
は
、
前
日
二
日

に
地
方
兵
力
の
招
致
を
決
定
し
た
段
階
で
、
招
致
部
隊
を
す
べ
て
東
京
衛
戊
司

令
官
の
指
揮
下
に
い
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
避
け
ら
れ
な
い
措
置
だ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
と
同
時
に
、
勅
令
第
四
〇

一
号
に
よ
り
、
東
京
府
、
神
奈
川
県
全
域
が

戒
厳
令
施
行
範
囲
と
な

っ
た
，
）。
た
だ
し
横
須
賀
市
、
三
浦
郡
だ
け
は
横
須
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賀
鎮
守
府
司
令
官
管
轄
、
す
な
わ
ち
海
軍
の
管
理
下
に
は
い
る
こ
と
と
な

っ
た
。

で
は
こ
こ
で
、
関
東
戒
厳
司
令
部
の
考
え
方
を
み
て
お
こ
う
。
三
日
、
福
田

雅
太
郎
戒
厳
司
令
官
が
発
し
た
告
諭
に
は
、

今
般
、
勅
令
第
四
〇

一
号
戒
厳
令
を
以
て
、
本
職
に
関
東
地
方
の
治
安
を

維
持
す
る
の
権
を
委
せ
ら
れ
た
り
。
本
職
隷
下
の
軍
隊
、
及
び
諸
機
関

（在
京
部
隊
の
外
、
各
地
方
よ
り
招
致
せ
ら
れ
た
る
も
の
）
は
全
力
を
尽

し
て
警
備
、
救
護
、
救
加
に
従
事
し
つ
つ
あ
る
も
、
此
際
地
方
諸
団
体
及

び

一
般
人
士
も
、
亦
、
極
力
自
衛
協
同
の
実
を
発
揮
し
て
、
災
害
の
防
止

に
努
め
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

と
し
て
、
基
本
的
任
務
が

「治
安
維
持
」
に
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

実
際
の
戒
厳
司
令
部
の
施
策
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
、
告
諭
と
同
時
に
出
さ

れ
た
戒
厳
司
令
官
命
令
第

一
号
に
お
い
て
、
戒
厳
司
令
部
は
、
戒
厳
軍
隊
区
分

さ
え
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
警
視
総
監
、
関
係
地
方
長
官
及
警
察
官
等
と
の
関

係
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
最
初
に

「警
視
総
監
、
関
係
地
方
長
官
お
よ
び

警
察
官
、
並
郵
便
局
長
、
及
電
信
局
長
は
、
勅
令
第
四
〇

一
号
施
行
地
域
内
に

於
て
、
本
司
令
官
の
管
掌
の
下
に
、
左
の
諸
勤
務
を
施
行
す
べ
し
。」
と
し
て
、

「時
勢
に
妨
害
あ
り
と
認
め
る
」
集
会
、
新
聞
、
雑
誌
、
広
告
の
停
止
、
兵
器

類
の
押
収
、
船
舶

・
物
品
検
査
、
検
間

・
立
入
規
制
、
家
屋
や
船
舶

へ
の
立
入

検
査
、
寄
留
者

へ
の
退
去
命
令
な
ど
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
郵
便
局
長
、
電

信
局
長

へ
は

「危
険
」
郵
便
電
信
の
開
絨
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は

ま
さ
に
戒
厳
令
第

一
四
条
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

戒
厳
司
令
官
命
令
第
二
号
は
、
翌
四
日
に
な
る
が
、
こ
こ
で
、
す
で
に
述
べ

た
、
自
警
団
等
に
対
す
る

「最
寄
警
備
部
隊
、
憲
兵
、
又
は
警
察
官
に
届
出
で

そ
の
指
示
を
受
く
」
こ
と
、
「誰
何
検
間
は
軍
隊
、
憲
兵
及
び
警
察
官
に
限
」

る
こ
と
を
指
示
し
た
。

四
日
に
は
、
戒
厳
司
令
官
命
令
第
三
号
、
第
四
号
お
よ
び
第
五
号
が
出
さ
れ
、

よ
う
や
く
戒
厳
軍
隊
の
配
置
及
び
任
務
が
決
定
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
現
状
の
配
置

・
任
務
を
、
戒
厳
司
令
部
と
し
て
あ
ら

た
め
て
位
置
付
け
た
と
い
う
も
の
で
、
東
京
北
警
備
隊
に
は
近
衛
師
団
を
中
心

と
す
る
部
隊
、
東
京
南
警
備
隊
は
第

一
師
団
を
中
心
と
す
る
部
隊
が
配
さ
れ
、

森
岡
、
石
光
両
中
将
が
そ
れ
ぞ
れ
の
警
備
隊
司
令
官
と
な
っ
た
。
三
浦
郡

・
横

須
賀
市
を
除
く
相
模
川
以
束
の
神
奈
川
県
下
は
、
歩
兵
第
二
旅
団
を
中
心
と
す

る
神
奈
川
警
備
隊

（司
令
官

・
奥
平
俊
蔵
少
将
）
が
置
か
れ
た
。

陸
軍
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、
戒
厳
司
令
部
が
九
月
五
日
以
降
発
行

し
た

「戒
厳
司
令
部
情
報
」
（二
四
号
ま
で
発
行
、
そ
の
後

「陸
軍
情
報
」
と
し

て
継
続
）
、
さ
ら
に
行
動
を
ま
と
め
た

「関
東
戒
厳
司
令
部
詳
報
」
が
あ
り
、
こ

こ
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
（器
）。
さ
ら
に

『
現
代
史
資
料
六
　
関
東
大

震
災
と
朝
鮮
人
』
所
収
の

「近
衛

。
第

一
両
師
団
勲
功
具
状
」
（２９
）
か
ら
は
、
表

彰
を
受
け
た
個
人
か
ら
だ
け
と
い
う
限
定
は
あ
る
も
の
の
、
戒
厳
部
隊
参
加
将

兵
の
目
か
ら
の
情
況
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

五
　
戒
厳
令
施
行
と
軍
隊

・
警
察

こ
の
軍
隊
の
行
動
と
関
連
し
て
、
『現
代
史
資
料
　
関
東
大
震
災
と
朝
鮮
人
』

に
は
、
付
録
と
し
て

「警
備
当
途
軍
の
所
見
」
と
題
さ
れ
た
二
つ
の
史
料
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『東
京
震
災
録
　
後
韓
』
か
ら
の
採
録
史
料
で
、
震

災
か
ら
得
た
教
訓
を
近
衛
師
団
、
第

一
師
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
関
東
大
震
災
を
通
じ
、
軍
隊
の
行
動
の
実
態

と
あ
わ
せ
て
、
実
際
の
警
備
業
務
の
中
で
、
警
察
と
の
関
係
を
ど
う
感
じ
て
い

た
か
、
さ
ら
に
戒
厳
令
を
経
験
し
て
、
ど
う
総
括
し
た
か
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
も
ち
ろ
ん
本
史
料
は
、
軍
隊
か
ら
の

一
方
的
な

「所
見
」
で
あ
り
、
警
察

の
実
態
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
軍
隊
と
警
察
の

関
係
を
考
え
る
と

い
う
本
稿

の
企
図
か
ら
は
、
非
常
に
重
要
な
史
料
で
あ
り
、

こ
こ
で
詳
細
に
検
討
し
て
お
こ
う
。

軍
隊
側
か
ら
の
史
料
を
見
る
限
り
、
必
ず
し
も
軍
隊
と
警
察
と
の
協
力
関
係

は
、
順
調
で
は
な
く
、
警
察
に
対
す
る
強
烈
な
不
信
感
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ

は
例
え
ば
第

一
師
団
の
報
告
に
、

警
察
側
よ
り
、
軍
隊
に
向
ひ
、
積
極
的
に
連
携
し
協
同
せ
ん
と
す
る
傾
向

殆
ん
ど
な
く
…
特
に
戒
厳
初
期
に
於
て
、
軍
隊
は
警
察
力
の
無
力
と
な
り

し
を
回
復
せ
し
む
る
こ
と
に
直
接
間
接
、
大
に
努
力
し
た
る
に
も
拘
わ
ら
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ず
、
警
察
側
が
、
人
民
が
軍
隊
に
信
頼
す
る
の
厚
き
を
見
て
、
軍
隊
が
警

察
を
圧
迫
す
る
が
如
き
言
動
を
弄
し
、
軍
隊
に
反
感
を
抱
く
者
多
き
は
遺

憾
と
す
る
所
な
り
。

と
あ
り
、
協
力
関
係
と
は
い
い
な
が
ら
、
警
察

の
軍
隊
に
対
す
る
非
協
力
的
な

姿
勢
に
対
す
る
強
い
不
満
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、

警
察
官
憲
の
行
動
著
し
く
退
嬰
に
陥
り
、
行
政
、
司
法
を
挙
げ
て
、
軍
隊

に
委
任
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
生
じ
、
当
然
警
察
に
於
て
行
ふ
べ
き
事
次
に

至
る
ま
で
、
軍
隊
の
指
揮
を
仰
ぐ
如
き
状
況
な
り
き
。
加
之
、
初
期
に
於

け
る
警
備
軍
隊
の
配
置
は
、
概
し
て
警
察
官
憲
と
の
連
携
、
比
較
的
密
な

ら
ざ
し
り
為
、
相
互
の
協
力
に
欠
け
る
所
砂
な
か
ら
ず
。

と
も
あ
り
、
非
協
力
的
で
あ
り
な
が
ら
、
軍
隊
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
警
察
の

姿
勢
を
批
判
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
警
察

へ
の
不
信
感
は
、
近
衛
師
団
を
し
て
、

今
次
の
震
災
に
際
し
、
流
言
輩
語
が
、
到
る
所
に
針
小
棒
大
に
宣
伝
せ
ら

れ
、
市
民
の
、
狼
狽
、
混
乱
、
極
度
に
達
す
る
や
、
幾
多

の
地
方
、
自
警

団
、
警
察
官
の
活
動
を
見
る
に
至
り
し
も
、
彼
等
は
全
く
秩
序
な
く
、
教

養
た
ら
ざ
し
り
に
反
し
、　
一
度
、
軍
隊
の
出
動
す
る
や
、　
一
糸
素
れ
ず
、

毅
然
と
し
て
軍
律
の
許
に
行
動
し
、
忽
ち
鎮
定
、
治
安
の
実
を
挙
ぐ
る
を

得
た
り
。

と
、
自
警
団
な
ど
の
活
動
と
同
列
に
警
察
活
動
を
論
じ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
警
察
の
状
況
は
、

警
察
権
を
軍
隊
に
於

い
て
保
護
す
る
は
極
め
て
緊
要
時
た
り
。
軍
隊
に
し

て
、
警
察
権
を
軽
視
す
る
の
行
動
に
出
ず
る
時
は
、
民
衆
は
益
々
警
察
権

に
信
頼
す
る
こ
と
な
く
、
治
安
上
、
甚
だ
不
良
の
結
果
を
醸
成
す
る
も
の

な
り
。

と
、
民
衆
の
警
察
に
対
す
る
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
逆
に

警
察
権
力
に
対
し
て
、
軍
隊
が
介
入
す
る
こ
と
を
、
自
ら
制
御
し
よ
う
と
す
る

議
論
ま
で
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う

い
う
状
況
に
対
し
、
当
然
、
軍
隊
と
警
察
が
協
力
し
て
治
安
維
持
に
当

た
る
と

い
う
、
こ
の
時
の
戒
厳
令
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
批
判
が
出
さ
れ
て
く

る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

第

一
師
団
に
お
い
て
は
、

特
に
今
回
の
戒
厳
令
執
行
に
関
し
、
実
務
上
甚
し
く
不
便
に
感
ぜ
し
は
、

警
察
官
と
軍
部
と
が
、
併
列
、
職
務
を
執
行
せ
し
点
な
り
と
す
。
之
が
為
、

戒
厳
司
令
官
は
自
己
の
意
図
の
如
く
、
警
察
官
を
運
用
す
る
こ
と
能
は
ず
、

相
互
の
連
繋
に
依
り
警
備
を
実
施
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
然
る
に
今
回
の
経

験
に
依
る
に
、
相
互
の
連
繋
は
甚
だ
困
難
に
し
て
、
徹
底
せ
ざ
る
も
の
あ

と
い
い
、
さ
ら
に
戒
厳
令
の
施
行
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
憲
法

一
四
条
、
す
な

わ
ち

「天
皇

ハ
戒
厳
ヲ
宣
告
ス
」
（第

一
項
）
「戒
厳
ノ
要
件
及
効
カ

ハ
法
律
ヲ

以
テ
之
ヲ
定
ム
」
（第
二
項
）
に
よ
る

「真
の
戒
厳
」
（３ｏ
）
で
は
な
く
、
第
八
条

第

一
項
、
す
な
わ
ち

「天
皇

ハ
公
共
ノ
安
全
ヲ
保
持
シ
又
ハ
其
ノ
災
厄
ヲ
避
ク

ル
為
緊
急
ノ
必
要
二
由
り
帝
国
議
会
閉
会
ノ
場
合
二
於
テ
法
律
二
代
ル
ヘ
キ
勅

令
ヲ
発
ス
」
に
よ
る

「行
政
戒
厳
」
と
な

っ
た
こ
と
を
非
難
し
、

多
数
の
戒
厳
軍
隊
は
、
単
に
警
察
機
関
の
補
助
に
服
し
た
る
に
過
ぎ
ず
、

し
か
も
地
方
警
察
、
戒
厳
司
令
官
の
隷
下
に
入
る
べ
く
し
て
そ
の
命
令
の

服
行
、
確
実
を
欠
き
た
る
こ
と
例
砂
な
し
と
せ
ず
。

之
を
要
す
る
に
、
今
次
の
戒
厳
は
、
そ
の
公
布
の
形
式
に
於
て
、
又
実
質

に
於
て
、
名
実
相
伴
は
ざ
る
は
、
戒
厳
に
服
す
る
軍
隊
の
服
行
上
、
不
利

不
便
多
か
り
き
。
…
今
回
の
如
き
非
常
に
際
し
て
は
、
戒
厳
令
施
行
に
当

た
り
て
は
、
戒
厳
司
令
官
は
治
安
維
持
の
任
務
に
任
ず
る
の
み
に
止
ま
ら

ず
、
尚
、
救
護
補
給
の
業
務
を
も
行
は
じ
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
之
が
為
、

非
常
徴
発
令
の
如
き
は
、
宜
し
く
戒
厳
司
令
官
の
権
限
に
属
し
、
各
省
の

当
事
者
に
、
そ
の
業
務
を
施
行
せ
し
め
ざ
れ
ば
、
今
次
の
如
き
不
統

一
、

不
敏
活
の
行
動
に
陥
り
、
機
宜
に
適
せ
る
処
置
に
出
づ
る
事
能
は
ざ
る
べ

し

ｃ

と
、
こ
の
時
の
戒
厳
令
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う
に
ま
で
議
論
は
及
ぶ
こ
と
と
な

る
。た
だ
し

一
方
で
、
軍
隊
と
し
て
の
自
ら

へ
の
反
省
も
な

い
わ
け
で
は
な

い
。

上
記
、
戒
厳
令

へ
の
疑
問
か
ら
、

幹
部
に
は
、
平
常
よ
り
の
、
戒
厳
令
に
関
す
る
教
育
を
実
施
し
置
く
必
要
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あ
り
。
（第

一
師
団
）

幹
部
と
し
て
は
、
将
来
、
地
方

一
般
と
接
触
す
べ
き
場
合
、
更
に
多
か
る

べ
き
を
顧
慮
し
、　
一
層
平
時
よ
り
常
識
養
成
を
奨
励
し
、
殊
に
戒
厳
に
関

係
す
る
諸
法
理
、
行
政
警
察
権
を

一
般
に
通
暁
せ
し
む
る
を
要
す
。
（近

衛
師
団
）

と
述
べ
、
軍
隊
幹
部
は
、
戒
厳
令
等
に
関
す
る
法
的
知
識
を
備
え
て
お
く
必
要

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
記
、
近
衛
師
団
の
議
論
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

「社
会
常
識
」
の
欠
如
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の

「社
会
常
識
」
の
欠
如
と

い
う
こ
と
が
、
実
際
の
軍
隊
の
治
安
維
持
活
動

の
ど
う

い
う
場
面
で
、
ど
う

い
う
問
題
を
惹
起
し
た
の
か
把
握
で
き
な
い
が
、

こ
の
こ
と
は
第

一
師
団
の
議
論
に
も
、

今
次
の
出
動
の
跡
を
見
る
に
、
任
務
達
成
上
、
将
来
各
級
幹
部
に
、
治
安

に
関
す
る
法
規
、
及
び
社
会
組
織
上
の
必
要
な
る
常
識
乏
し
か
り
し
為
、

結
果
の
努
力
に
と
も
な
は
ざ
る
も
の
あ
る
を
散
見
せ
り
。
将
来
、
此
の
種

常
識
の
養
成
に
注
意
す
る
を
要
す
。

と
あ
る
。

し
か
し
、
総
じ
て
、
関
東
大
震
災
時
の
軍
隊
の
行
動
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
事
変
に
際
し
現
は
し
た
る
軍
隊
の
献
身
的
活
動
は
、
市
民
を
し
て

非
常
な
る
感
謝
と
信
望
を
与

へ
じ
め
た
る
こ
と
は
事
実
に
し
て
、
彼
等
を

し
て
軍
隊
の
真
価
を
体
得
し
、
平
戦
両
時
、
そ
の
存
立
の
有
意
義
な
る
こ

と
を
充
分
納
得
せ
し
め
た
り
。

と
大
き
な
評
価
を
し
た
上
、
「陸
軍
当
局
は
、
此
の
好
機
会
を
逸
す
る
こ
と
な

く
…
国
防
、
及
び
軍
事
思
想
の
普
及
を
な
す
を
要
す
」
と
し
た
。　
一
方
、
軍
人

た
ち
自
身
に
と

っ
て
も
、

是
等

の
実
証
を
親
し
く
目
撃
、
経
験
し
た
る
軍
隊
将
士
は
、
誰
も
軍
隊
の

真
に
国
家
の
中
堅
に
し
て
、
軍
紀
は
軍
隊
成
立
の
大
本
た
る
べ
き
意
義
を
、

深
く
肝
胆
自
覚
し
た
る
を
以
て
…

（近
衛
師
団
）

と
し
、
軍
隊
こ
そ

「
国
家
の
中
堅
」
た
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と

い
う
意
識
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
、
内
務
省
警
保
局
、
警
視
庁
、
陸
軍

（関
東

戒
厳
司
令
部
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
震
災
直
後
、
約

一
週
間
前
後
の
期
間
の
動
き
を

見
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
震
災
直
後
、
そ
の
対
策
に
動
い
た
の
は
、
上
記
の
組
織

ば
か
り
で
は
な
い
。
東
京
府
、
神
奈
川
県
、
東
京
市
、
横
浜
市
を
は
じ
め
と
す

る
地
方
団
体
も
そ
れ
ぞ
れ
警
備

・
救
護
の
事
務
を
担

っ
た
し
、
海
軍
に
至

っ
て

は
、
横
須
賀
市
及
び
三
浦
郡
域
に
お
い
て
は
、
戒
厳
司
令
官
の
職
務
を
横
須
賀

鎮
守
府
司
令
長
官
海
軍
大
将
野
間
口
兼
雄
が
執
る
な
ど
中
心
的
な
活
動
を
担

っ

た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
さ
ら
に
農
商
務
省
、
鉄
道
省
な
ど
の
中
央
省

庁
も
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
震
災

対
策
に
か
か
わ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
上
、
戒
厳
令
は
、
結
局
、

一
一
月

一
五
日
に
戒
厳
解
止
と
な
る
ま
で
続

い
て
お
り
、
震
災
直
後
の
内
務
省

と
陸
軍
だ
け
を
捉
え
て
、
戒
厳
令
施
行
の
問
題
点
を
考
え
る
と

い
う
、
こ
の
試

み
自
体
、
無
理
が
な
い
と
は
言
え
ま

い
。
し
か
し

一
方
で
、
震
災
直
後
の
応
急

的
な
対
応
に
こ
そ
、
戒
厳
令
の
本
質
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
内
務
省
と
陸

軍
の
対
応
こ
そ
、
政
府
の
緊
急
対
策
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
示
さ
れ
て
い
る
と

い
う

こ
と
も
で
き
よ
う
。
本
稿
の
分
析
か
ら
、
ほ
ぼ
そ
の
問
題
点
は
、
見
え
て
き
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

本
稿
の
分
析
を
通
じ
て
、
関
東
大
震
災
時
の
戒
厳
令
施
行
に
お
い
て
、
少
な

く
と
も
治
安
維
持
の
現
場
で
は
、
必
ず
し
も
警
察
権
限
の
停
止
や
縮
小
を
意
味

し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
軍
隊
か

ら
の
警
察
に
対
す
る
不
信
感
は
、
戒
厳
令
下
と
は
い
え
、
実
際
の
治
安
維
持

・

警
備
業
務
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
警
察
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
軍
隊

の
活
動
は
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
す
る

「歯
痒
さ
」
に
よ
る
も
の

と
も

い
え
よ
う
。
そ
れ
は
本
来
の
警
察
権
限
は
そ
の
ま
ま
で
、
そ
れ
を
強
化

・

補
完
す
る
目
的
で
、
同
等
の
権
能
を
警
備
部
隊
お
よ
び
憲
兵
、
す
な
わ
ち
軍
隊

に
も
持
た
せ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
横
の
連
絡
強
化

（３‐
）
の
必
要
か
ら
臨
時
震

災
救
護
事
務
局
は
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
は
い
え

い
っ
た
ん
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
以
上
、
治
安
維
持

・
警
備
の
た
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め
の
警
察
権
限
は
、
形
式
上
は
憲
兵
司
令
官
の
管
掌
下
に
お
か
れ
、
内
務
省
の

内
務
行
政
全
般
に
対
す
る
指
導
力
は
縮
小
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
れ
は
現
場
を
持
た
な
い
警
保
局

・
警
保
局
長
の
立
場
に
端
的
に
顕
れ
て

い
る
。
本
来
、
警
視
総
監
と
共
に
、
治
安
維
持
の
中
心
な
る
は
ず
の
警
保
局
長

は
、
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
の

一
委
員
と
し
て
の
立
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な

っ
た

（３２
）。
こ
の
こ
と
が
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た

「
二

・
二
六
事
件
」
の

際
の
後
藤
文
夫
内
務
大
臣

・
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
の
、
戒
厳
令
施
行

へ
の

反
対
の

一
つ
の
前
提
と
な

っ
た
ろ
う
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
関
東
大
震
災
時
の
戒
厳
令
施
行
の
中
で
、
「警
備
当

途
軍
の
所
見
」
の
分
析
で
見
ら
れ
た
、
軍
隊
内
の
警
察
に
対
す
る
決
定
的
な
ま

で
の
不
信
感
、
軍
隊
こ
そ
が

「国
家
の
中
堅
」
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
発

想
、
さ
ら
に
は

「国
防
、
及
び
軍
事
思
想
の
普
及
」
の

「好
機
会
」
と
捉
え
る

考
え
方
、
こ
う
い
っ
た
軍
隊
内
部
の
新
し
い
情
況
の
誕
生
を
間
近
で
見
た
後
藤

に
と

っ
て
、
「
二

・
二
六
事
件
」
の
際
の
戒
厳
令
施
行
に
対
し
て
は
、
強
硬
な

反
対
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
以
上

は
、
本
稿
の
課
題
を
大
き
く
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
別
に
分
析
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（６
）

関
東
大
震
災
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
松
尾
章

一
「
関

東
大
震
災
史
研
究
の
成
果
と
課
題
」
『関
東
大
震
災
政
府
陸
海
軍
関
係

史
料

（全
三
巻
）』
（日
本
経
済
評
論
社
、　
一
九
九
七
年
）
が
あ
り
、
近

年
ま
で
の
研
究
史
を
概
括
し
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
に
は
、
関
東
大
震

災
史
研
究
は
よ
り
広
が
り
を
持
ち
得
る
も
の
で
、
姜
徳
相
ら
を
中
心
と

す
る
朝
鮮
人
虐
殺
と
の
関
わ
り
か
ら
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
持
田
信

樹
氏
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
後
藤
新
平
の
復
興
計
画
論
と
の
関
係
か
ら

都
市
計
画
の
契
機
と
し
て
の
研
究
、　
一
九
二
〇
年
代
論
と
し
て
捉
え
る

研
究
な
ど
幅
広
い
研
究
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
実
際
研
究
さ
れ
て
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
相
互
に
連
関
性
を
持

た
ず
、
両
極
端
に
流
れ
、
実
際
の
震
災
直
後
の
治
安
維
持
な
ど
、
行
政

の
具
体
的
な
活
動
に
関
す
る
検
討
は
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

（
７
）

関
東
大
震
災
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
『現
代
史
資
料
六
　
関
東

大
震
災
と
朝
鮮
人
』
（み
す
ず
書
房
、　
一
九
六
三
年
）
、
「
関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺
』
（緑
陰
書
房
、　
一
九
九

一
年
）
及
び
前
掲

『
関
東
大
震

災
政
府
陸
海
軍
関
係
史
料

（全
三
巻
）
』
な
ど
が
あ
る
。
前
二
者
に
つ

い
て
は
、
多
く
東
京
市
編
纂

『東
京
震
災
録
』
前
中
後
輯
、
別
輯

（大

正

一
五
年
）
か
ら
の
採
録
史
料
を
中
心
と
し
、
後
者
は
国
立
公
文
書
館

並
び
に
法
政
大
学
図
書
館
の
所
蔵
史
料

（松
室
文
書
）
が
中
心
と
な

っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
主
に
こ
れ
ら
の
史
料
集
、
特
に

『東
京
震
災
録
』

を
多
く
用
い
た
。
な
お
本
書
は
頁
数
が
内
容
毎
に
付
さ
れ
て
お
り
、
通

頁
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
頁
数
は
注
記
し
な
い
。

（８
）

姜
徳
相

『
関
東
大
震
災
』
（中
公
新
書
、　
一
九
七
五
年
）

一
五
頁
、

に
よ
れ
ば
、
震
災
直
後
の
後
藤
は
、
後
年
、
赤
池
濃
警
視
総
監
の
建
言

を
入
れ
、
戒
厳
令
施
行
に
賛
成
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（９
）

東
京
市
役
所

『東
京
震
災
録
』
前
輯
。
九
月
二
日
付
で
内
務
省
か
ら

は
神
社
、
地
方
、
警
保
、
土
木
、
衛
生
、
計
画
の
各
局
長
、
内
務
監
察

官
二
名
、
社
会
局
の
第

一
、
第
二
、
健
康
保
険
の
各
部
長
お
よ
び
内
務

書
記
官

一
名
が
委
員
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ

）

（２
）

（
３
）

（４
）

（５
）

松
村
謙
三

『町
田
忠
治
翁
伝
』
昭
和
二
五
年
、
三
〇
〇
頁
。

片
倉
哀

『片
倉
参
謀
の
証
言
　
反
乱
と
鎮
圧
』
昭
和
五
六
年
刊
、
三

五
頁
。
香
椎
研

一
編

『香
椎
戒
厳
司
令
官
　
秘
録
二

・
二
六
事
件
』
昭

和
五
五
年
刊
、　
一
七
～

一
人
頁
参
照
。

戒
厳
令
の
研
究
と
し
て
は
、
古
く
は
藤
田
嗣
雄

『
軍
隊
と
自
由
』

（河
出
書
房
、　
一
九
五
三
年
）
が
、
国
際
比
較
の
中
で
日
本
の
戒
厳
令

を
位
置
付
け
る
と
い
う
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
の
研
究
を

踏
ま
え
た
大
江
志
乃
夫

『戒
厳
令
』
（昭
和
五
三
年
、
岩
波
新
書
）
こ

そ
、
現
在
の
戒
厳
令
研
究
の
出
発
点
と
な

っ
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ
の

研
究
に
多
く
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
。

大
江
前
掲
書
、　
一
一
二
頁
。

『
日
本
内
閣
史
録
』
一
一
（第

一
法
規
、
昭
和
五
六
年
）
、
四

一
九
頁
。
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（１０
）

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
に
つ
い
て
は
、
伊
東
富
昭

「臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
に
つ
い
て
の

一
考
察
」
「京
浜

歴
科
研
年
報
』
第

一
三
号
、　
一
九
九
九
年
が
あ
る
。

（Ｈ
）

こ
の
戒
厳
司
令
部
参
謀
に
は
、
警
備
参
謀
と
し
て
板
垣
征
四
郎
中
佐
、

下
村
定
少
佐
な
ど
、
宣
伝
部
情
報
参
謀
に
岡
村
寧
次
中
佐
な
ど
、
後
に

名
を
な
す
有
能
な
軍
人
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
横
浜
配
給
部
に
は
永

田
鉄
山
中
佐
の
名
も
見
え
る
。
『東
京
震
災
録
』
前
輯
。

（１２
）

ま
さ
に
こ
の

「協
議
会
」
こ
そ
、
本
稿
の
視
点
か
ら
は
最
も
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
本
来
は
、
先
ほ
ど
国
立
公
文
書
館
で
公
開
さ
れ
た
内
務

省
警
保
局
関
係
文
書
の
利
用
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
本
稿
の

計
画
も
、
当
初
は
こ
の
史
料
利
用
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
小
稿
の
準
備
段
階
で
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（１３
）

姜
徳
相
前
掲
書
な
ど
参
照
。

（１４
）

内
務
省
社
会
局
編

『大
正
震
災
志
』
下

（大
正

一
五
年
）
、　
一
七
頁
。

（１５
）

震
災
直
前
の
大
正

一
二
年
四
月

一
日
、
警
視
庁
官
制
改
正
に
よ
り
職

員
定
数
の
減
員
が
行
わ
れ
、
専
任
警
視
は
五
四
名
、
警
部
は

一
五
二
名

と
な
ら

て
い
た
。

（１６
）
　

「内
務
省
史
」
第
二
巻
、
昭
和
四
五
年
、
六

一
一
頁
。
な
お
九
月
五

日
の
赤
池
警
視
総
監
の
転
任
を
、
震
災
直
後
の
対
応
の
ま
ず
さ
故
の
更

迭
と
捉
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
警
視
総
監
は
、
百
瀬
孝

『事
典

昭
和

戦
前
期
の
日
本
』
（吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
年
）
で
の
指
摘
に
も
あ
る

よ
う
に
明
治
末
年
ま
で
は
閣
議
に
列
す
る
ほ
ど
の
地
位
と
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り

（『原
敬
日
記
』
明
治
四
四
年
九
月
四
日
条
）
、
内
閣
交
替
と

共
に
異
動
す
る
こ
と
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
一筆
者
は
、
逆

に
異
動
し
な
か
っ
た
後
藤
警
保
局
長
に
こ
そ
、
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る

と
考
え
る
。

（１７
）

鈴
木
淳

『
町
火
消
た
ち
の
近
代
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
九
年
刊
、

一
七
四
頁
。
な
お
本
書
で
は
道
具
不
足
や
技
術
的
問
題
は
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
損
害
賠
償
問
題
、
破
壊
決
定
権
問
題
と
い
っ
た
法
的
側
面
に

は
言
及
し
て
い
な
い
。
た
だ
し

『東
京
震
災
録
』
か
ら
は
、
こ
れ
ら
が

消
防
隊
を
苦
し
め
た
様
子
が
読
み
と
れ
る
。

「東
京
震
災
録
」
中
輯
。

姜
徳
相
前
掲
書
に
お
い
て
は
、
警
視
庁
こ
そ
朝
鮮
人
暴
動
流
言
の
発

生
源
だ
と
断
じ
て
い
る
。

『東
京
震
災
録
』
中
輯
。

大
正
三
年
の
六
月

〓
二
日
制
定
の
警
視
庁
官
制
で
は
、
こ
の
ポ
ス
ト

は
、
警
務
部
長
の
上
位
に
位
置
し
、
警
視
総
監
に
次
ぐ
警
視
庁
の
ナ
ン

バ
ー
ニ
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
。

姜
徳
相
前
掲
書
、
九
四
頁
。

湯
浅
倉
平
の
警
視
総
監
時
代
の
回
想
は
、
東
京
市
政
調
査
会
編

『帝

都
復
興
秘
録
』
昭
和
五
年
、
三
九
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

近
歩

一
連
隊
史
刊
行
委
員
会
編
会

『近
衛
歩
兵
第

一
連
隊
歴
史
』
上

巻
、
昭
和
六

一
年
、
二
七
八
頁
。

姜
徳
相
前
掲
書
に
も
、
こ
う
い
っ
た
理
解
が
見
ら
れ
る
。

『現
代
史
資
料
６
　
関
東
大
震
災
と
朝
鮮
人
』

一
〇
〇
頁
。

さ
ら
に
九
月
四
日
、
勅
令
第
四
〇
二
号
で
管
轄
範
囲
は
埼
玉
県
、
千

葉
県
を
も
含
む
こ
と
と
な
る
。

前
提

「関
東
大
震
災
政
府
陸
海
軍
関
係
史
料
』
第

一
巻
お
よ
び
第
二

巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

同
書

一
二
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
本
史
料
は

『東
京
震
災
録
』
別
輯
、

八
五
八
頁
以
下
よ
り
採
ら
れ
た
も
の
。

た
だ
し
史
料
で
は
、
史
料
作
成
者
の
憲
法
理
解
に
岨
婦
が
あ
る
。

こ
の
横
の
連
絡
は
、
何
も
軍
部
と
の
関
係
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

く
、
他
省
庁
と
の
関
係
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
実
態
と
し
て
は
、
警
保
局
長
が
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
の

単
な
る

一
委
員
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
だ
が
、
形

式
上
と
は
い
え
、　
一
委
員
と
い
う
立
場
と
な

っ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も

内
務
省
に
と

っ
て
、
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
１８

）

（
１９

）

（２０

）

（２１

）

（２２

）

（２３

）

（
２４

）

（２５

）

（２６

）

（２７

）

（２８

）

（
２９

）

（３０

）

（３１

）

（３２

）

-18-


